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司祭として病者の塗油の秘跡や病者へ聖体

を持っていくことが多いです。この「病者の

塗油」とは、恐れと痛みを抱えている病者

に、イエスが苦しみを共にし、司祭を通して

直接触れてくださる秘跡です。 

聖書には、イエスが病気や障害を抱えた人

に、深い憐れみを持って直接触れる姿が数多

く記されています。行く先々で目の見えない

人、耳の聞こえない人、熱を出して寝込んで

いる人に触れ、さらには人々から見捨てら

れ、近寄ることすら恐れられていた重い皮膚

病を思っている人に、直接触れます。そうし

てイエスに触れていただいた人はみな、体も

心も癒され、恐れと絶望から解放され、神の

愛を信じる人生をはじめるのです。 

 「病者の塗油」において、信じる人はみ

な、このイエスのわざを体験します。司祭が

「いつくしみ深い主キリストが聖霊の恵みで

あなたを助け、罪から解放して、あなたを救

い、起き上がらせてくださいますように」と

唱えて額と両手に聖香油を塗るとき、人はイ

エスに触れているのです。だれにとっても、

病気はつらいものです。体の痛みもさること

ながら、恐れと孤独というものがあります。

そんなとき、神が無限の愛を持って、その人

を癒してくださいます。  

かつてこの秘跡は「終油の秘跡」と呼ば

れ、臨終の人に授けられていたことから、死

の間際にならないと受けられないと誤解され

てきましたが、これは死ぬための秘跡ではな

く、信仰に強められて真に生きるための秘跡

です。入院する前、手術の前など、いつで

も、何度でも受けることができます。「老

い」自体は病や障害ではないが、体が衰え、

死を意識し、恐れと孤独と向かい合う日々こ 

 

そ、イエスに触れていただく恵みを必要とし

ているのではないでしょうか。 

そのような中にあって毎年、2 月 11 日は

「世界病者の日」を迎えます。この日は聖ヨ

ハネ・パウロ二世によって 1993 年から始ま

りました。そして、「ルルドの聖母の記念

日」にもあたります。世界病者の日は、病者

がふさわしい援助を受けられるように、また

苦しんでいる人が自らの苦しみの意味を受け

止めていくための必要な援助を得られるよう

に、カトリックの医療関係者だけでなく、広

く社会一般に訴えていかなければなりませ

ん。(『カトリック教会情報ハンドブック』より) 

今年 34 回目となる「世界病者の日」のた

めに、教皇レオ 14 世が選ばれたテーマは

「サマリア人の思いやり：他者の痛みを受け

止める愛」です。教皇庁総合的人間開発省

は、このテーマをめぐる声明で、福音書の

「善きサマリア人のたとえ」に登場するサマ

リア人を中心に据え、追いはぎに襲われて苦

しむ人の世話を引き受けることで愛を示すそ

の姿を通して、隣人に対するこの愛を強調す

るもの、と述べています。愛には、具体的な

寄り添いが求められ、わたしたちはそれを通

して、隣人たちの、特にしばしば困窮や、孤

立、孤独のために脆弱な状況に置かれた病者

たちの苦しみを担う必要があります。現在

も、イエス・キリスト、「善きサマリア人」

は、傷ついた人類に近づき、教会の秘跡を通

して「なぐさめの油と希望のぶどう酒」を注

ぎ、病気のために脆弱な状況を生きる人々へ

の助けと寄り添いの行為・態度を励ましてお

られる、とこのように教皇様は述べていま

す。またルルドの聖母は 1858 年 2 月 11 日

に、フランスのルルド近郊のマッサビエール

巻頭言：病者に寄り添えるように 
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の洞窟で、無原罪の聖母がベルナデッタに初

めて現れました。ベルナデッタへの一連のマ

リア出現は、教会当局によって神聖なものと

して承認され、ルルドが国際的な巡礼地にな

りました。（『毎日の読書』、『毎日のミサ』より） 

現代も多くの方が様々な病気の癒しを願っ

て、ルルドなどを訪れますが、奇跡的に病気

が治る人は、ほんの一握りと言われます。し

かしそこに行った多くの人は、病気が治らな

くてもみんな喜んで帰って来て、また行って

見たいと思うそうです。それは信仰を取り戻

して、再び生きる希望をもつことができるか

らです。 

 

二俣川教会はたくさんの信徒の方々がい 

ますが、その中には病気に苦しむ方、教会に

足を運ぶことが出来ない方も多いと思いま

す。私も病者の塗油や聖体を持っていくこと

は大変ではありませんし、なるべくそのよう

な声に応えていきたいと思っています。しか

し、そこには信徒の方々の協力も必要になっ

てくるでしょう。今年の教皇様のメッセージ

も心に留めていきながら、「私たち共同体も

サマリア人のようにそれぞれの隣人、病気や

孤独にある方々の声に耳を傾けて寄り添い、

励ましていく」ことが出来るように願いたい

と思います。 

マキシミリアノ・マリア・コルベ 内藤 聡              
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とトピックス  

 

〜遠くメキシコの地で日本二十六聖人に出会う〜 

 

メキシコの首都メキシコシティーから南に 75 キロ、モレ

ーロス州の州都であるクエルナバカ(スペイン語で牛の角の

意味)のカテドラルは、アメリカ大陸最古の教会の一つで

す。塀が高く要塞のような外観は、征服当初に先住民の反乱が頻発し、クエルナバカのスペイ

ン植民者たちが教会に立てこもって防戦した為と言われています。 

その中心施設である聖堂の内壁に、日本人カトリック教徒および外国人宣教師の殉教を題材

にした殉教壁画が描かれています。二俣川教会の守護聖人である日本二十六聖人殉教者は、

1597 年、豊臣秀吉の命により長崎の西坂で処刑された訳ですが、この壁画の上には

“Emperador Taycosama Martirizar Por~”(~の為に太閤様が殉教を命じた)と書かれていま

す。この外国人宣教師の中に、メキシコ最初の聖人であるフェリペ・デ・ヘススが含まれてい

ることが、この壁画が描かれた理由とも言われています。この壁画は 1959 年に、幾重にも塗

り重ねられた石灰を取り除いたあとに発見されましたが、メキシコでは疫病が流行すると、公

共の建物を石灰で塗りつぶしていたので、この壁画も石灰に埋められていたようです。 

（「地球の歩き方・メキシコ」より抜粋） 

私がクエルナバカでこの壁画を見てからもう 13 年の年月が経ちましたが、遠い外国の地で

自分の所属教会の守護聖人の殉教を壁画という形で見ることができた感動を忘れたことはあり

ません。尚、この壁画は長崎の西坂公園にある博物館にもレプリカが飾られています。メキシ

コは遠いけれど長崎ならば行けそうと思われた方もおられるでしょう。是非、日本二十六聖人

殉教者の祝日(2 月 5 日)のある 2 月、或いは翌月にでも訪問されてみてはいかがでしょうか。 

                                                                                                   （広報委員会） 
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【検討事項】 

１．教会委員会規約が改正されました。改正

されたのは次の二点です。 

まず、旧事務所長(現事務管理代行)は副

委員長の兼務なので、事務所長を教会委

員から削除しました。また、副委員長の

職務増加のため、旧規約で二名以内に限

定されている副委員長数を増員できるよ

うにしました。 

２．信徒実態調査を開始しますので皆様ご協

力ください。調査項目は皆様の年齢、ミ

サに与る頻度、性別です。詳細は今週の

お知らせなどをご覧ください。 

この調査の結果は、10 年後 20 年後の信

徒数や年齢分布を予測するための基礎資

料として活用されます。 

３．現在、教会では天災、戦争被災者のため

に複数の募金を集めていますが、募金数

が無制限に増えるのを防ぐため、一部を

終了することにしました。今後、開始か

ら半年経過した募金については、教会と

しての募金活動を終了するか継続するか

教会委員会で判断します。 

【報告事項】 

１．バザー、クリスマス献金を合わせて 6 万

円超の年末福祉献金が集まり、支援７団

体に例年通りの金額をお渡しできまし

た。皆様のご協力に感謝します。 

２．ホームレスの方々を支援している木曜パ

トロールからの依頼で、中古毛布を集め

ていました。献品と教会の不要毛布を合

わせて 10 枚以上集まったので、木曜パ

トロールの鈴木真神父様にお渡しする予

定です。ご協力ありがとうございまし

た。 

【フリーディスカッション】 

2050 年を考えるディスカッションの第三回

目を行いました。今回のテーマは、次第に高

齢信徒の比率が高まるなかで起こる変化で

す。出された意見は次のようなものです、こ

れらをもとに 2050 年委員会が詳しい検討を

進めます。 

「子供や若い人が少ないと教会に来た若い人

は居場所が見つけられない」「子ども連れの

信徒の多くは外国籍になるだろう」「自分の

葬儀で奉仕してくれる人がいるか心配」「教

会活動の後継者がいない、若い人は少ないし

仕事で忙しい」「建物維持の固定費が増える

のに収入のある人は少なくなる」「高齢者は

世間的には保護される側の人だが、高齢だか

ら出来る教会活動があるはず」 

【各会報告】 

１．典礼委員会 

・枝の回収は 2 月 11 日(水)まで。マリア像

前に箱を用意しますので袋から出してその

中に入れてください。 

・十字架の道行き：2 月 20 日(金)より毎週

金曜日 9:20 より行います。 

・ベネディクション：3 月 5 日(木)19:00 よ 

り行います。 

２．教会学校 

・2 月予定 2/1(日)9:00 から教会学校と初

聖体クラス、2/8(日)9:00 から侍者会と初

聖体クラス、同日 10 時ミサ後リーダー会

2026 年 1 月 （1 月 11 日 開催） 
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2/15(日)9:00 から教会学校と初聖体クラ

ス、2/22(日)は休み。 

・初聖体クラスが始まりました。お祈りでの

応援をよろしくお願いします。 

３．キリスト教講座 

・2/21(土)四旬節黙想会 13：30～ 

テーマ「君は愛されるために生まれた」 

講話：シスター永本紀美子(エスコラピア

ス修道女会) 

・2/22(日)入信志願式(於：藤沢教会) 

４．共同墓地委員会 

・12 月活動実績  生前予約者 1 名に対応中。 

・2/1 に上大岡共同墓地の合葬墓(新設予定)

について設計者と意見交換する予定。 

５．ヨゼフ会 

・1/11 新年会にコーヒー提供。 

・1/18 定例会、1/25 コーヒー光を予定。 

６．マリア会 

・1/22(木)マリア会総会準備、1/25(日)総

会。総会後にキーマカレー(有料)を食べな

がら懇親の場を用意。 

・パーティー係 新年および新成人を祝う会 

準備 1/10(土)、1/11(日)パーティー当日 

・アンナ会 1/26、2/9 活動予定 

・ステラマリス帽子を編む会 12/19 実施。

1/16(金)、1/22(木)、2/20(金)、

2/26(木)活動予定。 

・ボリビア支援グループ のんびり日曜日 

12/14 実施、1/18、2/1 予定。1/16(金)

会議予定。 

７．青年会 

・1/11 に青年のミサとその後の新年会で二

十歳のお祝いを行いました。パーティー係

や典礼の皆さんのご協力に感謝します。 

・12/21 に修道会の方々に向けて「わかちあ

いたいかい」の案内はがきを送りました。 

・12/21 にインターファミリーの方々と一緒

に「みんなで歌おうクリスマス」を行いま

した。盛り上げてくださり、ありがとうご

ざいました。 

８．インターファミリー 

青年会と協力して「みんなで歌おうクリスマ

ス」を実施しました。その後、ミーティング

と持ち寄りパーティーを行い、20 名ほどが

参加しました。 

９．一粒会 

2026 年 1 月より一粒会月定献金は教会維持

費の封書に統合されます。従来の献金袋を使

用されている方には個別に対応致します。 

１０．地区世話人会報告 

1/25 に地区会見直しプロジェクトの打合せ

を行います。 

以上
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《 今月の意向 》  ■２月 
 

教皇の意向： 難病の子どもたち 

難病の子どもたちとその家族が、必要な医療と支援を受けることができますように。そして、

力と希望を失うことがありませんように。 

 

日本の教会の意向： 信仰の証し人 

信仰の証し人の取り次ぎを願って祈ります。多くの苦難の中にあっても深い信仰を保った日本

の殉教者に倣い、より一層神に信頼と希望をおくことができますように。 

 

（カトリック中央協議会ウェブサイトより） 
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●「新成人のお祝い」が 1 月 11 日のミサの中で行われました。 

当日の参加者はお一人でしたが、二俣川教会では 6 人の 

方々が成人を迎えました。二俣川教会共同体の皆様で、 

彼らの新しい門出を祝い、見守り、助けながら一緒に歩ん 

で参りましょう。 

 

●教皇庁は、教皇レオ十四世が 2026 年 1 月 10 日から 2027 年 1 月 10 日まで、聖フランシ

スコ没後 800 年を記念する「聖フランシスコ年」とすることを発表し、同期間に全免償を

与える教令を公布しました。今後の取り組みなどの情報は、本誌で取り上げてまいります。 

 

●2 月 22 日(日)に藤沢教会にて、今年の復活祭での受洗を目指す方々のための合同入信志願 

式が行われます。今年は 5 名の方々が参加される予定です。 

 

●今年は 2 月 18 日が灰の水曜日で、四旬節が始まります。四旬節中、毎週金曜日の 9:20 

から十字架の道行が行われます。また、2 月 21 日(土)には四旬節黙想会が行われます。 

詳細は、ロビーのポスターをご覧ください。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

聖歌隊より  “2026 年 2 月“ 
今月から、主日ミサの拝領の時に聖歌隊が歌う歌の訳語と、若干の解説を掲載することに 

なりました。 

 

☆2 月 1 日に歌うのは「O salutaris」です。この教会特有の聖体讃歌です。この歌の大意は 

“おお、救いのいけにえ、天の扉を開く者よ。戦いに向かう私達に、力と助け与えたまえ。 

三位一体の主に永遠の栄光あれ。終わりなき命を天国で与えてください。“です。 

☆2 月 8 日の歌は「二十六聖人讃歌」です。教会の創立 15 年の時募集した歌の一つ。選には

漏れた歌の中から選んだ二つの歌の一つ。A. H. さんが作った歌を聖歌隊で歌います。 

☆2 月 15 日は子どもミサですので、「神様は軒の小雀まで」を歌います。この歌はプロテス

タントの讃美歌にある子ども向きの讃美歌です。 

☆2 月 22 日の歌は「Super flumina Babylonis」です。“バビロンの流れの辺りの柳に竪琴を

かけ、シオンを思いすすり泣いた。”と言う紀元前 600 年くらい前に起こったバビロンの捕

囚の時を歌った詩篇第 137 篇に 16 世紀の作曲家 Palestrina が作曲した音楽で、この時代の 

聖歌として代表的な音楽です。この時代の音楽は教会音楽の模範といわれ、この響きは典礼

に聖なる響きをもたらすものです。 

参加された I・J さんと 

ご家族の皆さん 

〔６〕 

 



 

   

きょうかいがっこうだより 

カトリック二俣川教会 教会学校 

          2026 年 2 月 
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んで、お仕
つか

えできるように、みなさまのお祈
いの

りを 

よろしくお願
ねが

いいたします。 

【2 月の予定
よ て い

】  

・2月 1日   初聖体
はつせいたい

クラス、 教会
きょうかい

学校
が っ こ う

     

・2月 8日   初聖体
はつせいたい

クラス、 侍者会
じ し ゃ か い

 

・2月 15日   初聖体
はつせいたい

クラス、 教会
きょうかい

学校
が っ こ う
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今年も初々しい新成人の誕生、おめでとうございます。1 月

11 日(日)10 時ミサ後には新年会を兼ねたお祝い会に多くの方が

参加して喜びを分かち合いました。祝賀会にはいつものように

パーティー係の方々が腕を振るってくださった、彩鮮やかなご

馳走が並びました。いつも何日も前から献立を話し合い、買い

物や下準備に奔走し、早朝から総力を挙げて料理を作ってくだ

さるメンバーの献身！感謝しかありません。 

今回のメニューは、味卵とちくキュウ・オン・辛子酢味噌

マヨソース、春の彩り寿司、唐揚げポテチ、ショートパス

タ・ナポリ、カナッペ、果物盛り合わせ、お祝いケーキには

ヨゼフ会のコーヒーを添えて。どれも美味しく話にも花が咲

きました。ちなみに、「あの料理が美味しかったね」「ソー

スの作り方教えて」そんな料理の感想が聞けたら嬉しいそうです。私はちくキュウと味噌マヨ

ネーズソースのベストマッチが気に入りました！ 

さて、新年を当たり前のように祝う私たち。でも、世界のあちこ

ちで貧困や争いに怯えながら過ごす人々には、当たり前の日常さえ

無い。改めて平和で安心な暮ら

し、いつでもミサに与れる幸せに

感謝。今年は誰もが安心して暮ら

せる善い一年となりますように。 

      

←パーティー係の皆さんです！           マリア会 I. N.  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

★今月の表紙★ 

今月は、2 月 5 日の『日本二十六聖人殉教者』の祝日がありますので、その中の 1 人、聖パウ

ロ三木を選びました。実は、ローマ教会の定めに則って諸外国では『聖パウロ三木と同志殉教

者』の祝日として、2 月 6 日に祝われています。イエズス会の修道士であった聖パウロ三木は

西坂の刑場で十字架上に掛けられても心乱さず、十字架を祭壇として、命のある限り説教を続

けました。写真は、長崎の二十六聖人記念館の館内にある、澤田政廣作の大きな聖パウロ三木

像(1962・木彫)です。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【編集後記】新しい年を迎えると、小さくても大きくても自分の生活における“今年の目標”を

立てたり、自分としての“今年のキーワード”を考えたりすると思います。では、信仰について

はどうでしょうか？そもそも生活と分けて考える必要は無いかもしれませんが、でもあえて、

何を深めようか、何を心に留めて奉仕しようか…など、考えるのもいいかなぁと思っていま

す。昨年は通常聖年で『希望』や『巡礼者』という言葉に導かれたように思います。今年は、

特別な聖フランシスコ年から、ヒントを戴けるでしょうか… 。        （O.Y.記） 

〔８〕 

 


